
 

指導方法等の改善計画について 〔国語科〕                    熊野第二小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                       

 

【課題１】○ 非連続型テキスト（グラフ）と連続型テキストを関わらせながら読み．そこから分かることをまと

めて書く学習を行う。 

        ・非連続型テキストや連続型テキストから分かることを話し合う。 

      ・資料から分かったことと．条件を重ね合わせて読み．必要な情報を選ぶ。 

   ・それぞれから分かったことをまとめて条件字数内で書く。 

   

【課題2】○ 漢字の持つ意味について．理解を深める学習を行う。 

      ・新出漢字がどのような熟語や文脈の中で用いられているか．調べる。 

      ・同音意義語の問題づくりを行う。 

 

 
  
【課題１】 

条件の意図を理解し．その条件に合わせた非連続型テキスト（グラフ）を読み取

り．まとめることができなかった児童が35.7％だった。 

（正答率35.7％） 

【課題2】 

 同音異義語について理解し．正しく書けていなかった児童が64.2％だった。 

 （正答率35.7％） 

 

重点課題（全国学力・学習状況調査） 

 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

 

本年度通過率  

【課題に対する取組】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

授業 

チャレンジタイム等も活
用した漢字学習の徹底 

 

 
 

「読むこと」の単元
で、テキストを結び

付ける学習 

 
チャレンジタイム・
朝モジュールを活用
して文章の要旨をま

とめる学習 

    

学年・方法    全学年 
学期末テスト 

全学年 
熊野町標準学力調査 

5年生 
R5「全国・学力」 

全学年 
学年末テスト 

目標値    ８０％ 全国平均＋５％ ８０％ ８０％ 

 

 

国語の結果においては，72％の正答率になっている。知識・技能は75.5％，思考力，判断力，表

現力等は68.4％の正答率となっており，この結果から，基礎的・基本的な内容，及び，それらを活

用する力については，概ね定着していることがわかる。 

領域別に見ると，「話すこと・聞くこと」の正答率が76.2％で．概ね定着している。また，「言葉

の使い方の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱い方に関する事項」の正答率はそれぞれ75.5％．

75.0％．「読むこと」の正答率は71.4％と，十分な定着がみられる。しかし，「書くこと」について

は，正答率は35.7％で課題が見られる。 

特に正答率が低かったのは，図表やグラフなどを用いて．自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫する設問であった。 

 

 

本年度の結果について   



 

指導方法等の改善計画について 〔算数科〕                   熊野第二小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 
 
 

【課題１】○高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を

判断し、その理由を言葉や数を用いて記述する。 

 

 〇最初の条件の「テープの幅はどこも等しい」という言葉が三角形の高さと結び

ついていない。 

 〇平行と高さが同じという概念が結びついていない。 

（正答率14.3％） 

 

重点課題 ○ 全国学力・学習状況調査  

 

【課題１】○ 図形と式とを関連付け，筋道を立てて考察し表現することが重要である。算数の学習では，図形

の合成や分解など図形の構成についての見方を働かせ，図形の面積を，既習の求積公式を活用して

求め，求め方について，数の意味や演算の意味などを，図形と関連付けて説明することができるよ

うにしていく。 

○ 自分の考えを説明する場面を設定し，算数用語の定着を図る。 

      ・示された計算の仕方を理解し，自分の言葉で説明する。 

・指定された算数用語を使って，自分の考えを説明する。 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

 本年度通過率   

算数の結果においては，60％の通過率になっている。この結果から， 基礎的・基本的な内容，及

び，それらを活用する力については，概ね定着している。 

領域別に見ると，「Ａ数と計算」「Ｄデータの活用」の正答率は70.2％，69.0％と，ほぼ定着してい

る。しかし，「Ｂ図形」については，正答率がそれぞれ39.3％で，課題が見られる。特に正答率が

低かったのは，高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その

理由を言葉や数を用いて記述する設問であった。 

領域を問わず，いくつかの資料を関連付けながら，求め方と答え方を式や言葉を用いて記述する

ことに課題が見られた。 

本年度の結果について   

【課題に対する取組】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

授業 

 

 

 

 

長方形と 正方形（2年） 

図形の角（5年） 

拡大図と縮図（6年） 

円の面積（6年） 

 

 

 

 

円と球（3年） 

角柱と円柱の体積（6年） 

およその面積と体積（6年） 

 

 

 

 

垂直，平行と四角形（4年） 

 

四角形と三角形の面積（5年） 

 

 

面積のはかり方と表し方（4年） 

 

 

 

 

はこの 形（2年） 

三角形と角（3年） 

正多角形と円周の長さ（5年） 

 

学年・方法    全学年 
学期末テスト 

全学年 
熊野町標準学力調査 

5年生 
R5「全国・学力」 

全学年 
学年末テスト 

目標値    ８０％ 全国平均＋５％ ８０％ ８０％ 

 

 

チャレンジタイム等も活用した記述式問題の取組 

図形領域における学習内容の確実な習得 


